
榔
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４
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６
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．
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米ホンダエアクラフ トカンパニー

自
動
車
大
手
７
社
の
１８
年
４
～
６
月
期
連
結
決
算

日径 G/′

ホ
ン
グ
の
小
型
ビ
ジ
ネ
ス

ジ

ェ
ッ
ト
機

「
ホ
ン
グ
ジ

ェ

ッ
ト
」
が
Ｌ
昇
気
流
に
乗

っ

て
い
る
。
企
米
航
空
機
製
造

者
協
会

（
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ａ
）
が
発

表

し
た
２
０
１
８
年
Ｌ
期

（
１
～
６
月
）
の
納
入
機
数

は
‐７
機
で
米
セ
ス
ナ
の
１６
機

を
■
回
り
、
小
型
ビ
ジ
ネ
ス

ジ

エ
ツ
ト
で
‐７
年
通
期
に
続

く
世
界
首
位
と
な

っ
た
。
受

注
を
始
め
た
１！１
本
で
の
出
足

も
好
調
だ
。
今
後
の
政
陥
を

ホ
ン
グ
の
航
空
機
事
業
子
会

社
、
米
ホ
ン
グ
エ
ア
ク
ラ
フ

ト
カ
ン
パ

ニ
ー
の
藤
野
道
格

社
長
に
聞
い
た
。

―
―
小
型
ジ

ェ
ッ
ト
の
販

売
が
今
年
も
好
調
だ
。

「
‐７
年
に
初
め
て
１
位
と

な

っ
た
。
競
合
の
米
セ
ス
ナ

も

『
日
本
の
会
社
を
１
位
に

さ
せ
な
い
』
と
攻
勢
を
強
め

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
‐
　
　
‐

て
お
り
、
絶
対
に
負
け
ら
れ

な
い
と
思

っ
て
い
る
」

「航
空
機
は
富
裕
層
向
け

の
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
特
定
層
に

訴
求
す
る
点
で
自
動
車
と
は

競
争
条
件
が
異
な
る
。
性
能

面
で
は
ホ
ン
ダ
ジ

ェ
ッ
ト
が

勝

っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い

る
。
両
方
の
機
体
を
乗
り
比

べ
て
選
ん
で
も
ら
い
た
い
」

―
―
今
後
も
ト

ッ
プ
を
維

持
す
る
に
は
生
産
能
力
の
引

き
上
げ
が
欠
か
せ
な
い
。

「
今
、
米
国
の
拠
点
で
、

月
平
均
４
機
を
生
産
し
て
い

る
。
今
期
末
に
５
機
ま
で
引

き
Ｌ
げ
、
順
次
増
や
し
て
い

く
。

月
産
１０
機
ほ
ど
の
生
産

体
制
に
な
る
に
は
数
年
か
か

る
。
雇
用
や
品
質
面
を
含
め

た
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視

し
て
い
く
」

―
―
日
本
で
も
６
月
に
ホ

ン
グ
ジ

ェ
ッ
ト
の
受
注
を
始

め
た
。
た
だ
、
日
本
の
市
場

は
９０
機
弱
と
小
さ
い
。

「
日
本
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
ジ

ェ
ッ
ト
を
買
え
る
人
は
十
分

に
い
る
が
、
保
有
率
が
非
常

に
低
い
。
例
え
ば
米
国
で
は

富
俗
層
の
１８
％
ほ
ど
が
ビ
ジ

ネ
ス
ジ

ェ
ッ
ト
を
保
有
し
て

い
る
と
さ
れ
、
欧
州
の
主
要

回
は
８
％
、
日
本
は
２
％
ほ

ど
に
と
ど
ま
る
。
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
は
十
分
だ
」

「
日
本
で
は
受
注
開
始
か

ら
２
カ
月
で
１０
機
以
■
の
受

注
が
で
き
た
。
日
本
の
ビ
ジ

ネ
ス
ジ

ェ
ッ
ト
市
場
を
４
～

５
年
で
２
倍
に
す
る
と
の
円

保
も
十
分
射
程
に
入
る
」

「
た
だ
、
日
本
は
ま
だ
ビ

ジ
ネ
ス
ジ

ェ
ッ
ト
を
利
用
す

る
イ
ン
フ
ラ
が
未
整
備
だ
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
両
輪
で
進

め
な
い
と
、
社
会
の
移
動
シ

ス
テ
ム
を
変
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
の
た
め
に
国
内

販
売
で
は
丸
紅
エ
ア
ロ
ス
ペ

ー
ス
と
、
Ｈ
本
か
ら
直
接
栞

り
継
ぐ
海
外
の
チ
ャ
ー
タ
ー

機
利
用
で
は
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス

（
Ｈ
Ｄ
）
と
組

ん
だ
。
日
本
で
ビ
ジ
ネ
ス
ジ

ェ
ッ
ト
が
交
通
シ
ス
テ
ム
の

一
つ
と
な
れ
ば
、
当
社
が
な

し
遂
げ
た
価
値
は
大
き
い
」

―
―
ホ
ン
グ
ジ

ェ
ッ
ト
の

事
業
化
を
通
し
て
見
え
た

「
ホ
ン
グ
ら
し
さ
」
と
は
何

か
。

「
ホ
ン
グ
に
は
様
々
な
個

性
を
も

っ
た
人
が
集
ま

っ
て

い
る
。
あ
ま
り

『
こ
れ
だ
』

と
物
事
を
決
め
て
し
ま
わ
な

い
こ
と
が
ホ
ン
グ
ら
し
さ
だ

と
思
う
。
ホ
ン
ダ
ジ

ェ
ッ
ト

も

こ
れ
ま

で

の
慣
習
か
ら

『
こ
う
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
』
と
い
う
考
え
に
と
ら
わ

れ
ず
、
技
術
者
が

一
番
い
い

と
思
う
形
を
目
指
し
た
こ
と

で
主
翼
の
■
に
エ
ン
ジ
ン
を

置
く
と
い
う
常
識
破
り
の
構

造
が
生
ま
れ
た
。
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
、
自
分
が
発
想
し
た

こ
と
を
実
行
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
」

（聞
き
手
は
古
川
慶

一
、
杉

本
貴
司
）

藤野 道格社長



0

大
手
企
業
が
相
次
い
で
、

ゲ
ー
ム
の
勝
敗
を
競
う

「
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
」
の
ス
ポ
ン
サ
ー

に
な

っ
て
い
る
。
ロ
ー
ソ
ン

や
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
な
ど
６
社
は
９
日
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
業
界
団
体
の
公

式
ス
ポ
ン
サ
ー
を
引
き
受
け

た
と
発
表
し
た
。
ト
ヨ
タ
自

動
車
は
７
月
に
国
内
の
競
技

大
会
で
協
賛
し
た
。
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
配
信
な
ど
を
通
じ

て
世
界
で
３
億
人
が
見
る
よ

う
に
な

っ
て
お
り
、
広
告
効

果
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。

競
技
大
会
の
認
定
や
選
手

育
成
を
担
う
日
本

ｅ
ス
ポ
ー

ツ
連
合

（
Ｊ
ｅ
Ｓ
Ｕ
、
東
京

・
中
央
）
が
、
公
式
ス
ポ
ン

サ
ー
を
発
表
し
た
。

ロ
ー
ソ

ン
や
サ
ン
ト
リ
ー
の
ほ
か
、

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、
パ
ソ
コ
ン
販
売

の
サ
ー
ド
ウ

ェ
ー
ブ

（同

・

千
代
田
）
、
ビ
ー
ム
ス

（同

・
渋
谷
）
、

イ
ン
デ
ィ
ー
ド

・
ジ
ャ
パ
ン

（同

・
港
）
が

参
画
し
た
。
同
連
合
の
初
め

て
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
る
。

会
見
で
は
、
３
人
の
選
手

が
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
ロ
ゴ

入
リ

ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て
出

席
し
た
。
３
人
は
、
８
～
９

月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
開
か

れ
る
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
日

本
人
ゲ
ー
マ
ー
代
表
。
同
連

合
が
選
ん
だ
。
相
原
翼
さ
ん

（
‐８
）
は

「
一
番
い
い
色
の

メ
グ

ル
を
持

っ
て
帰
り

た

い
」
と
話
し
た
。

オ
ラ
ン
グ
調
査
会
社
ニ
ュ

ー
ズ
ー
に
よ
る
と
、

１７
年
に

球
管
真
　
理
球
“

ｅ ネ
つ
紺
剛
痴
毎
設
征

比
陥
以
　
残
期
吐
球
部
明
雄
苑
布
刈
刈

こ
翁
）
　

・
ド

ッ
ト

・
コ
ム
が
持
つ
ゲ

一
　
　
門
継
坤
却
ゆ
抑
帥
劉
晰
”
筋

‐‐
ソ

　

帥
韓
い
狭

つ 会
確
廟
熊
悌
御
ゆ

・
卜
・
↓
の
場
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

ヽ ／
／

　

千
斡
巾
ャ
鵬
胸
伸
都
莉
謝
ド

ユ
丁
／
　

舛
ウ
々
ウ
ヂ
和
第
一
毎
や
宗

ふ
Ｗ
Ｂ
　

無
嫉
廿
ゆ
Ｗ
封
笈
悌
的
嘘
ぱ

ラ
／

　

輸
開
ヂ
雑
緋
じ
川
与
村

員曽
「

功

〕
／

　

れ
た
。

あ
る
。
ミ
ク
シ
ィ
は
１５
年
か

ら
開
催
し
て
お
り
、
賞
金
を

出
し
て
い
る
。
今
後
は
運
営

を
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
に
支
援

し
て
も
ら
い
、
大
会
の
数
を

増
や
す
計
画
だ
。
動
画
配
信

サ
イ
ト

「
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
」

で
大
会
を
見
る
人
が
多
い
と

い
い
、

‐８
年
の
大
会
は
２
８

０
万
回
再
生
さ
れ
た
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は

一
つ
の
産

業
に
な

っ
て
お
り
、
周
辺
ビ

ジ
ネ
ス
も
広
が

っ
て
い
る
。

イ
オ
ン
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
は
、
地
域
の
ゲ
ー
ム
フ
ァ

ン
が
自
分
た
ち
で
大
会
や
交

流
会
を
開
け
る
場
所
を
提
供

す
る
。
全
国
９０
ヵ
所
に
あ
る

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
の
劇
場
を
開

放
し
、

イ
ベ
ン
ト
を
自
主
的

に
開
け
る
仕
組
み
を
年
内
に

も
つ
く
る
。

２０
年
ま
で
に
年

２
万
人
が
参
加
す
る
規
模
に

す
る
目
標
だ
。

ｅ
ス
ポ
ロ
ツ
の
ス
ポ
ン
サ

ー
料
、
放
映

・
配
信
権
料
、

広
告
料
な
ど
の
世
界
市
場
規

模
は
、

１８
年
に
１７
年
よ
り
も

３８
％
多
い
９
億
５
６
０
万
が

（約
９
９
０
億
円
）
に
拡
大

す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

市
場
は
米
国
や
韓
国
を
中
心

に
急
成
長
中
だ
。

中
国
で
２２
年
に
開
か
れ
る

ア
ジ
ア
競
技
大
会
で
は
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
が
正
式
種
目
と
な
る

こ
と
が
決
ま

っ
て
い
る
。
将

来
の
五
輪
で
の
採
用
を
期
待

す
る
声
も
あ
り
、
企
業
の
参

画
が
増
え
る
見
込
み
だ
。

2117

ン

‐ ６一

ン
卿

‐
十
　

‐
‐
」

eス ポーツ トヨタ動かす

ロ ー

ト
ヨ
タ
が
国
内
で
ｅ
ス
ポ

ー
ツ
に
協
賛
す
る
の
は
初
め

て
で
、
同
社
は

「
カ
ロ
ー
ラ

ス
ポ
ー
ツ
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
で

あ
る
２０
～
３０
代
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
」
と
説
明
す
る
。
販

売
店
で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
く
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
と
い
う
。

自
ら
大
会
を
開
く
企
業
も

eスポーツの世界市場は急成長

|_立上 .

15卜 億ド)レ

101

(注 )ニ ユーズー調べ。スポンサー、放映 酉B信 、広告などの支出

ゴ後 豊クび

eスポ ーツにも手 に汗握 る観客が大勢 いる=ロ イ ター



⑤

や 、 、 日 輔  Jに
｀

高い目標 未】

株
式
非
公
開
化
に
必
要
な
資

金
を
確
保
で
き
て
い
た
の
か

ど
う
か
だ
け
で
は
な
い
。
会

社
側
が
マ
ス
ク
氏
の
ス
タ
ン

ド
プ
レ
ー
と
も
と
れ
る
行
為

を
な
ぜ
容
認
し
た
の
か
と
い

う
点
だ
。

証
券
市
場
を
監
害
す
る
Ｓ

Ｅ
Ｃ
が
調
査
に
動
き
出
し
た

と
載
じ
ら
れ
た
８
日
、
テ
ス

ラ
取
締
役
会
の

一
部
メ
ン
バ

ー
は

「
先
週
、

イ
ー
ロ
ン

（
・

い
な
い
」
と
し
て
お
り
、
２

口
に
取
締
役
会
に
通
知
し
た

と
い
う
マ
ス
ク
氏
と
の
食
い

蔦難
禁

甘

人
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、

「
メ

デ
ィ
ア
エ
」
と
呼
ば
れ
る
ル

パ
ー
ト

・
マ
ー
ド

ッ
ク
氏
の

次
男
ジ

ェ
ー
ム
ズ
氏
、
マ
ス

ク
氏
の
実
弟
で
あ
る
キ
ン
バ

ル

・
マ
ス
ク
氏
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
で
マ
ス

ク
氏
の
支
援
者
と
し
て
知
ら

れ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ

。
ジ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
ソ
ン
氏
な
ど
が
名
を

連
ね
る
。

距
離
置
く
株
主
も

「
現
在
の
取
締
役
会
は
障

害
物
で
は
あ

っ
て
も
、
日
標

達
成

の
助
け
に
は
な
ら
な

テ
ス
ラ
と
距
離
を
置
き
始

め
た
株
主
も
い
る
。
例
え
ば

米
大
手
運
用
会
社
フ
ィ
デ
リ

マ
ス
ク
氏
）
は
テ
ス
ラ
を
非

公
開
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

取
締
役
会
と
の
議
論
を
開
い

一
は
な
い
点
を
強
調
し
た
。

一
加
”
中
李
申
い
知
義
帥
帥
い

一
口
時
点
で

「
マ
ス
ク
氏
か
ら

一
正
式
な
提
案
は
受
け
取

っ
て

い
」
。
６
月
の
株
主
総
会
で

テ

ィ

。
マ
ネ

ジ

メ

ン
ト

・
ア

ン
ド

・
リ

サ

ー

チ

。

フ

ァ
ク

ツ
る
買
い
付
け
価
格

一

テ
ス
ラ
が
数
年
前
ハ

＼
及
ば
ず
、
株
式
市

一

ク
氏
を
支
え
る
幹
駅

い
や
計
画
の
撤
回
を

一

し
よ
う
と
し
て
い
キ

ル
で
い
る
か
の
よ
う

一

た
。
米
フ
ェ
イ
ス
づ

れ
る
。
　
　

　
　

　

・

シ

ェ
リ
ル

・
サ
ン
ド

最
高
執
行
責
任
者
ｒ

い
た
と
い
う
。

年
金
資
産
を
運
用
す
る
Ｃ
ｔ

ト
セ
ツ
ト
に
よ
る
と
１８
年
４

一

Ｗ
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
グ
ル

～
６
月
期
に
保
有
株
の

一
部

一

―
プ
は
内
部
統
制
を
十
分
に

を
売
却
。
約
１
年
前
は
テ
ス

一

監
誉
で
き
て
い
な
い
取
締
役

ラ
の
発
行
済
み
株
式
数
の
約

一

会

へ
の
批
判
を
繰
り
広
げ

‐３
％
を
握
る
大
株
主
だ

っ
た

一

が
、
直
近
時
点
で
は
６
％
台

．

た
。

」
ｏ
　

　

　

　

　

　

一

別
の
株
主
か
ら
は
マ
ス
ク

ま
で
後
退
し

成
前
日
比
Ｈ
％

一

氏
の
お
日
付
け
役
と
な
る
取

　

８
月
７
ロ
ド

締
役
会
議
長
を
独
立
取
締

古向
と
急
騰
し
た
テ
ス
ラ
株
は

一

役
か
ら
選
任
す
る
よ
う
に
求

そ
の
後
、
じ
り
じ
り
と
値
を

！

め
る
株
主
提
案
も
出
さ
れ

一
下
げ
、

１６
口
終
値
時
点
で
は

一

一株
式
非
公
開
化
の
計
画
を
公

〓

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

米

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

・
タ
イ

一表
す
る
前
の
水
準
を
ド
回

っ
一

ム
ズ

（電
子
版
）
は
１６
日
、　

〓
て
い
る
。
１
株
当
た
り
４
２

〓

H径 すんG



O

,大塚家具の業績の推移 (億円)

]20

0

-20

-40

-60

-80

前

年

同

月
比

２６

・
６
物

減
。
新
築
住
宅
用
の
家
具‐０‐

卿
121314151617年

低
下
し
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ

ロ

ー
ジ
の
回
復
が
ま
ま
な
ら

ず
、
競
争
環
境
も

一
層
激

化
。

１６
年
貶
月
期
に
は
４５

億
円
の
最
終
損
失
を
計
上

し
て
６
年
ぶ
り
の
赤
字
に

転
落
。

１７
年
１２
月
期
も
７２

億
円
の
赤
字
だ

っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
同

社
は
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド

や
同
業
者
な
ど
複
数
企
業

に
支
援
を
打
診
。
有
力
候

補
に
は
、
店
舗
内
の
ス
ペ

ー
ス
の
活
用
で
１７
年
か
ら

大塚 久美子社長

大塚家具

大塚勝久氏が1969年、埼・

玉県春田部市に大塚家具セ

ンターとして創業。埼玉県

内を中心に店舗展開し、78

年に東京都内に進出。その

後、全国に店舗網を拡大し

た。勝久氏は来店した客を

会員にし、専任販売員が付

き添つて店内を案内する高

級路線で業績を拡大 した

が、ニトリなど低価格路線

の家具店との競争が激化し

た。

2009年 3月 に勝久氏に代

わり社長に就任した長女の

久美子氏は、中価格帯の商

品に力を入れ、勝久氏の高

級路線と決別した。会長に

就いた勝久氏は中価格帯路

線に反対して14年 7月 に久

美子氏を解任 し、対立が表

面イヒした。

勝久氏は15年 3月 に会長

を退任。同 7月 に、高級家

具に焦点を絞つた「匠大塚 J

を創業した。

〓丁
上
げ
低
迷
業
積
予
想
を
下
方
修
正

業
績
不
振
で
経
営
再
建
申
の
大
塚
家
具
は
７
日
、
２
０
１
８
年
貶
月
期
決

算
の
業
績
予
想
を
下
方
修
正
し
、

１３
億
円
の
黒
字
と
見
込
ん
で
い
た
最
終
（当

期
）
損
益
が
３４
億
円
の
赤
字
に
な
る
と
発
表
し
た
。
売
り
上
げ
の
減
少
に
加

え
、
在
庫
の
価
値
を
見
直
し
て
生
じ
た
損
失
が
増
え
る
た
め
で
、
赤
字
は
３

期
連
続
と
な
る
。
同
社
は
提
携
先
か
ら
の
出
資
受
け
入
れ
な
ど
抜
本
的
な
経

営
再
建
を
目
指
し
て
い
る
が
、
厳
し
い
経
営
状
態
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【藤
渕
志
保
、
竹
地
広
憲
】

経
営
再
建
策

示
せ
る
か

同
社
が
１
日
発
表
し
た

７
月
の
店
舗
売
上
高
は
、側６００ｉ．５００‐．納榔距明‐ｏｏ‐．正２００９的

億
円
ま
で
減
少
。
自
力
再

建
が
厳
し
く
な
り
、
資
本

提
携
を
含
む
経
営
再
建
が

急
務
と
な

っ
て
い
る
。

大
塚
家
具
は
１５
年
に
現

社
長
の
大
塚
久
美
子
氏
と

の
需
要
に
依
存
す
る
大
型

Ｆ
創
業
者
で
実
父
の
勝
久
氏

店
の
販
売
不
振
な
ど
で
前

が

経
営

権

を

巡

っ
て
対

年
実
績
を
蛇
力
月
連
続
で

一立
。
株
主
総
会
で
支
持
を

下
回

っ
て
い
る
。
さ
ら
に

取
り
付
け
た
久
美
子
社
長

７
日
発
表
し
た
１８
年
１２
月

は
、
従
来
の
会
員
制
の
シ

期
の
売
上
高
の
業
績
予
想
　
ス
テ
ム
や
高
級
路
線
か
ら

も
、
従
来
の
４
５
６
億
円

転
換
。
中
価
格
帯
で
入
り

か
ら
３
７
６
億
円
に
下
方

や
す
い
店
作
り
を
意
識
し

修
正
し
た
。
資
金
繰
り
も
、　
て
独
自
の
カ
ラ
ー
を
打
ち

こ
れ
ま
で
の
決
算
発
表
で

出
し
、
低
価
格
が
売
り
の

悪
化
し
て
お
り
、

１４
年
末
　
ニ
ト
リ
や
イ
ケ
ア
な
ど
に

に
１
１
５
億
円
あ

っ
た
現

対
抗
し
よ
う
と
し
た
。
し

預
金
は
１８
年
３
月
末
に
Ю

か
し
、

「お
家
騒
動
」
で

パ

●

ン

電

話

器

蝕

ン

零

畿

畿

騒

騒

鹸

ン

資
本
業
務
提
携
す
る
貸
し

会
議
室
大
手
の
テ
ィ
ー
ケ

ー
ピ
ー

（
Ｔ
Ｋ
Ｐ
）
が
挙

が

っ
て
い
る
。

ま
た
、
住
宅
関
連
事
業

の
強
化
を
目
指
す
家
電
量

販
大
手
の
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ

ラ
も
浮
上
し
て
い
る
。

１８

年
６
月
中
間
決
算
の
発
表

を
１４
日
に
控
え
て
お
り
、

有
効
な
再
建
策
を
示
せ
る

か

ど

う

か
が

注

目

さ
れ

る
。

好g当/亀



田歯Ⅸ孜服はや韓型N
厳害 hB‐求

卜llR罵回Qく躍遭「lllR食

おN岳田醤Ⅸ按服ば」母岳

|い黙樫後熙縞拘ミ
′
獣き難

V性絹0梅 Dtt° 眠IK代3
コヽ小ふ・Kいいヽ コ小ふ

遭EおW駆遭<鞄 N↑いやS
後や杓W3柘 h° 眠型役只

御V遭 0ギ W′ 甲rrrQ<KEl

即Qヽ↑いN轟瑠く一生遭田

朽ミWるVQpめ 、ぃ
O

WQN]やⅨ按服lERNllllE

R廼
′
悪ぺ通陣岳食pDミ

1柘

伸Q役
/株

回日ぶ各拘黛

や|いやい
°
鞘樫榔役「畑眼

目N鞭ば役廼笹食6ミ
′
く

復ヽ皿QttN孫0や釧 遭

NOい い鳴やQ'適 N各

食」句廻堅拘ミ
/「

やくN
縛く《上」と登出中S4望V本や【3」 AJ

をい的鞭駅遭語p柵匝Э桁

h° 終題田醤遭Ⅸ按0い
°

回韻判pるやミ慨四〇出

‖貯Q眠回く<肥紳 蝉岨

区総肺革
°
やQいマ巡遭洲

臣報 (驚 IL[lHl業 凶)

世QttK堅ス嶺眠IK韓思肺

役騨部QttEN隠罫DW本

出
/□p酬器OW肥倒目N

騨ぷ輝繍N鯉岳桁ON° 鰹

獣p柘析N8笛代3｀コ小

ふ勺小」やや廼N各刺曇いほ

役判緯Q輔態や鳴い投句磁

る柘h° ム「卜や卜題田醤 |

週遭Nは笛
/翠軍尋鞭lllRp

麟0」笛WV役拘3°

消日維賦認ⅢE

「字3日 rJ抱 電」

基紳膨採網捜繍

tll凹斌Q消田K塁熙

遷維llll役
/回〇的陣臣

勺Q翌霞へ窯神起「劇

凹翌役Nる」N勾句lIR

再紹遭綿躍D慨運熙

P/眠 IK摘基ぐ図Q基

鮨軽癌やЮ回
′
対齢神十

ぼ遭ヽ ゆぷ隅煙締役峰

やミ授
°
かヽ 小息―N

勾Q曽め記おや悪胆く|

役鮒柘いN°

体やQやい ■ヽふ―|

息―/Rよヽ卜月持拘

く騨 軽l賦 宴泰 臣露 (担 3製品‖lE凶 )

眠IK代3ヽコかふ・Kい 母適雑食やい
°pttN御食

3ヽコ小ふG橿鵬桶や鳩用 い。護tlll唖迪
/田

録遭翌遭

困‖遭NS/榛団律|卜さ御 Ⅸ按いやpQゃ適Ni° 円

Nttp駆則|1月 ― 母ヽ郷く 連各ぺ煎鳴D3句磁|い G
遭麟0対笛Wる時

°
賑遭N廼 /田

韻Qヽ |い遭
′

I IIR′

やQ題
′
田醤遭皿投選樽p罫ゃ各kXNやムーか拘や

QD食は食おN3ド」母やミ やく鞄N媒ヾ遭按OW起 /

ゃ
O          畑眼翌将服は級題笹食0
回N遭田韻N眠翠Э慨□

tミ/く
復ヽIElldttN輛 0や

や廼
/畑

捜呂N服は役SN縛軸遭NOいい増やQや廼

食ぼ笛轟lllR拘ミW3足
°
瑠 臣各食

′
母二|い小」判や鳴や

°

皿題
′
得得伸熙

/旧
醤遭側 やく樽縛榔遭廼蝉終NV樽

律拘ヾ や制曖題
/球

ぷ橿皿 曇pQ叙役
°

傘肥駅・謡IIE/鳴や曇連翌

骨営R骨官3音忌柑!冊亀 遣
ぷ禅Q回く遭小択 OQ団

皿後も臣曇役eR/陶投昌

N胆賦役ヨN3句曇|い小」句

NQ叙やい食い やくNtt」

①

ヾ
∽

田
将

総
蝦
押
搬
扶
横

′
□

０
枠
温
孫
組
基

伍

「

・
ほ
眠
＝

伸
捜
く

や
ｈ
網
ぷ
里
賦
僻
ぷ
庶
革
Ｋ
田
消
Ｇ
斌
凹
皿

く(照)連 「服頭N脳適

Wp離 いW律§瑠的0
W拘足役

/縦いやるN
8)」ミ役鰹V° ttJ黛桁

やきや。足lu10掩贈鞭

て登虻 そミ伯蜜ためさやる求さく【

N些鳴,い」句曽め記適

足
°
ふ依御卜 Gヽ憲く

位半軸拘く(飛)起
/翌

Q鵡増翌N欄いさやヽ

後―ぷい一QttN怜遭
「回(遭連根預役増や

°

SOpp翠く(N熙民や

怜Sお母OWttDtt°

護慨いや思ぺ柘Э｀

いい」判四峰<遭p格ペ

食お慨
°
【機堅林日碑】

ば余む将そ田韻Ⅸ孜鞭ば

にき

函
ヽ



②

生心□ばG薫照巡
′
蝉だ

鼎 釧 聯 S「 で

てヽRH,卜後
瑠弧SS卜笞

伴軍郎∞・樹ぶ押皿蕊‖
′
般謡欧穏

、さ

選

取

替官S誉8母魯稲母綜誰1景テ常母]:忌伊吾呂基|1轡替E言岳倍

営替母:;ド曇!ヽFSI楡屋骨需告S景雷督岩gl岳告ミ艦:i【‖景単II営::官督8さ宮岱魯:1告t常ミ畳貴営稔g瞥」|

1樋
uは ｀ も 川 年 N ttTEE津

1楔祐鮮相逆起Ⅳ橿巡押p

l畑桶ミや終
′
苫蝉対け舘

竿―ホK《仲糧RE
十猛|||!!||||||ド慧士☆ぱ堂魯達岩
10V口謎彗と運や卜0檀

°

・ 1齢ば蕊R逆尽回逆伸′(X

Iを盤患鴨魯魯遇魯密戸冨
ば終壇0や食担(畑冨

役
°

鯉□肥役H回撚悶01・ 温蕊)N引回やく難
° 遭按壇a慨般謡淋GH

慨<怜qHllQttQ賦叶十欧鍬鰹GIEll繍冊傘搬謡
|〇呂RトトOHE° 馬

・ 1盤S(管―へK)1黙N母々遭型邸Q耐鞄 1曇や緯回ま田<遭 やヽ

Q船望賦市鰹昧遭ヽ や 1役 lllll】 い慨
°
     1翠細役欧羅N樫鍬Q出

相
/盟

KElttQ併軍閑鯉1 酬廻黙役〇・8蕊型
|OOR困∞∞ЮE′ tlll

郎題豊貯皿遭」

“

∞・ IQぷRヾ∞OЮ E′ 株 1繍冊GHOORHЮ O
S蕊型QttR∞OttЮ I甜廻淋起留・懇蕊型QIO配慨いN°

EP′ 回NttllIEttNい ゝROO園卜Ett p l 罹細連眠緯H橘引ぶ

楔
°

tt」 ミ柘やG船肛起1慨
°
黙四頭や岨p閑鯉|'選黙llXЮOOくさ引

困〇〇卜貯QttRN∞ 1邸役距食pttQ題′
眠十QttЮ

H翠役按鵡P/

〇配
°
母め齢起

′
くい IK田韻遭Eお慨圏郷NI鰹昧役軍罫0足Hヾ〇

ミ撰GHOOO貯 (∞ 1脳州律難屎Nく怜(酷 翠N鮒統Э超
°

ギ
ボ
、
町
ヽ



山中の沢で発見

藤本躍稀ちやんの足取り

〓２０ｍ
曽
祖
父
宅

祖父が最後に
姿を確認

祖
父
ら
と
別
れ

１
人
で
引
き
返
す

の

「早
く
山
に
入
っ
て
い
れ
ば
」

山
口
２
歳
児
保
護

捜

索

後

回

し

に

山
口
県
周
防
大
鳥
町
で
行

方
不
明
か
ら
３
日
ぶ
り
に
保

護
さ
れ
た
藤
本
理
稀
ち
ゃ
ん

（
２
）
の
捜
索
に
、
県
警
や

消
防
は
延
べ
約
３
８
０
人
を

動
員
し
た
。
小
型
無
人
機
ド

ロ
ー
ン
も
投
入
し
た
が
手
掛

か
り
は
つ
か
め
ず
、
後
回
し

に
な

っ
て
い
た
山
中
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
尾
畠
春
夫
さ
ん

パ
７８
）
が
発
見
。
県
警
内
部

か
ら
は

「
も

っ
と
早
く
範
囲

を
広
げ
る
べ
き
だ

っ
た
」
と

の
声
も
上
が
る
。

理
稀
ち

ゃ
ん
は

１２
日
午

前
、
帰
省
先
の
曽
祖
父
宅
か

ら
海
水
浴

に
行

く
た
め
祖

父
、
兄
と
出
発
し
た
。
約
１

０
０
肝
歩
い
た
と
こ
ろ
で
引

き
返
し
、
行
方
が
分
か
ら
な

く
な

っ
た
。
捜
索
隊
員
は
近

く
の
た
め
池
に
転
落
し
た
可

能
性
が
あ
る
と
し
て
潜
る
な

ど
し
て
捜
索
。

１３
日
は
発
見

場
所
と
な

っ
た
沢
が
あ
る
山

の
手
前
周
辺
に
も
入
り
、
人

の
体
温
の
反
応
を
捉
え
る
サ

ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
搭
載
し

た
ド
ロ
ー
ン
も
飛
ば
し
た
。

水
田
や
道
路
な
ど
目
に
見

え
る
範
囲
は

一
通
り
捜
索
し

た
と
し
て
、

‐４
日
に
は
沢

・
の

周
辺
に
も
範
囲
を
拡
大
。
地

元
住
民
も
知
ら
な
い
よ
う
な

た
め
池
が
点
在
し
て
お
り
、

ド

ロ
ー
ン
で
場
所
を
確
認
し

た
上
で
地
上
か
ら
歩
い
て
捜

し
た
。
母
が
屋
外
の
公
共
用

ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
じ

「
早
く

出
て
き
て
」
と
呼
び
掛
け
た

が
、
反
応
は
な
か

っ
た
。

捜
索
を
見
守

っ
て
い
た
住

民
か
ら
は
「
横

一
列
に
並
び
、

ロ
ー
ラ
ー
作
戦
で
捜
し
た
上

で

『
こ
こ
に
は
絶
対
に
い
な

い
』
と
断
定
し
、
ど
ん
ど
ん

山
の
方
に
入
る
べ
き
だ
」
と

の
指
摘
も
出
て
い
た
。

尾
畠
さ
ん
は

「
小
さ
い
子

供
は
下
る
の
で
は
な
く
、
上

る
習
性
が
あ
る
」
と
判
断
し
、

捜
索
開
始
か
ら
わ
ず
か
３０
分

で
発
見
。
上
流
方
向
に
海
水

パ
ン
ツ
や
サ
ン
グ
ル
が
落
ち

て
お
り
、
山
中
を
歩
い
た
可

能
性
も
あ
る
。

県
警
柳
井
署
の
道
下
斉
亮

卸
律
療
和

明
「

帥
龍
拒
龍
球
卿

一

周
辺
や
危
険
箇
所
に
重
点
を

一

置
き
、
徹
底
し
て
捜
索
し
た
。

早
期
に
発
見
で
き
な
か

っ
た

の
は
残
念
で
、
今
後
に
生
か

し
た
い
」
と
話
し
た
。

月在終う々7

摺様

阿波 お ど り振興協 会 が独 自 に決行

した 「総 踊 り」=徳 島市 で 13日 夜

還 枢 母え
'

阿
波
踊
り

「総
踊
り
」決
行

‐２
日
に
開
幕
し
た
徳
島

一

市
の
夏
の
風
物
詩
、
阿
渡

一

踊
り
を
巡
り
、
混
乱
が
続

一

い
て
い
る
。
従
来
の
主
催

！

団
体
の

一
つ

「市
観
光
協

会
」
の
赤
字
問
題
を
受
け
、

市
主
導
の
実
行
委
員
会
が

主
催
し
て
開
催
に
こ
ぎ

つ

け
た
が
、
恒
例
の

「総
踊

り
」
の
中
止
を
決
め
た
こ

と
に
、
踊
り
手
団
体
「阿
波

お
ど
り
振
興
協
会
」
が
反

発
。

１３
日
夜
、
独
自
開
催
に

踏
み
切

っ
た
。
遠
藤
彰
良

市
長
は
ズ
中
止
要
請
を
）

無
視
し
て
行
わ
れ
た
こ
と

は
誠
に
遺
憾
」
と
す
る

コ

メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

総
踊
り
は
、
期
間
中
の

毎
日
午
後
１０
時
か
ら
実
施

さ
れ
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
。

１
０
０
０
人
以
上
が

一
斉

に
踊
る
迫
力
と
美
し
さ
が

人
気
を
集
め
て
き
た
。

【大
坂
和
也
】
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電
力
業
界
値
上
げ
難
色

原
発
事
故

に
備
え
た
賠
償
制
度
の
見
直
し
で
内
閣
府
原
子
力
委
員
会

の
専
門
部
会
は
６

日
、
手
『
力
会
社
に
保
険
加
入
な
ど
で
原
発
こ
と
に
用
意
を
義
務
付
け
て
い
る
賠
償
措
置
額

（
現

行
最
大
１
２
０
０
億
円
）
に

つ
い
て
、

「引
き
続
き
慎
重
な
検
討
が
必
要
」
と
引
き
上
げ
を

見
送
る
報
告
書
案
を
ま
と
め
た
。
原
子
力
損
害
賠
償
法
を
所
管
す
る
文
部
科
学
省
も
部
会
で

引
き
上
げ
見
送
り
を
表
明
、
今
の
仕
組
み
を
踏
襲
す
る
原
賠
法
改
正
案
を
今
後
、
国
会
に
提

出
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【岡
田
英
】

支

払

額

が

８

・
３

兆

円

に

上
　
度
見
直
し
を
開
始
。
福
島
事
故

り
、
大
幅
に
不
足
。
政
府
は
賠

一
を
踏
ま
え
る
と
措
置
額
は

「過

償
措
置
額
を
超
え
た
分
は
、
原
　
少
」
と
し
て
、
引
き
上
げ
る
ベ

子
力
損
害
賠
償

・
廃
炉
等
支
援
　
き
だ
と
の
意
見
で

一
致
し
て
い

機
構
を
通
じ
一肩
代
わ
り
し
、
東
　
た
。
引
き
上
げ
る
と
保
険
料
や

電
と
大
手
電
力
が
協
力
し
て
返
　
補
償
料
が
上
が
り
、
電
気
料
金

済
す
る
仕
組
み
を
導
入
し
た
。
　

の
値
上
げ
に

つ
な
が
る
た
め
、

こ
の
経
緯
か
ら
原
子
力
委
の
　
電
力
会
社
か
ら
は
国
費
投
入
を

部
会
は
２
０
１
５
年
５
月
、
制
　
求
め
る
声
も
あ

っ
た
。
し
か
し
、

世
論
を
気
に
し
た
政
府
は
消
極

的
だ

っ
た
。
民
間
保
険
会
社
も

引
き
受
け
能
力
に
限
界
が
あ
る

と
難
色
を
示
し
、
検
討
は
難
航

し
た
。

一
方
、
現
行
法
で
政
府

補
償
の
契
約
期
限
の
来
年
末
ま

で
に
、
期
限
延
長
を
含
む
法
改

正
を
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

文
科
省
の
担
当
者
は
こ
の
日

の
部
会
で

「具
体
的
な
見
直
し

案
を
得
る
状
況
に
な
い
」
と
引

き
上
げ
先
送
り
を
表
明
。
部
会

の
報
告
書
案
は
無
限
責
任
制
に

つ
い
て

「維
持
が
妥
当
」
と
し
、

賠
償
措
置
額
を
超
え
た
分
の
確

保
に
つ
い
て
は

「機
構
を
通
じ

た
仕
組
み
を
活
用
す
る
」
と
福

島
事
故
の
賠
償
制
度
を
踏
襲
す

る
。
近
く
意
見
公
募
し
、

１０
月

に
も
最
終
報
告
書
を
決
め
る
。

の

現
行
法
で
は
、
原
発
事
故
を

起
こ
し
た
電
力
会
社
に
上
限
な

く
賠
償
責
任
を
負
わ
せ
る

「無

限
責
任
制
」
を
規
定
。
原
資
と

し
て
、
民
間
保
険
と
政
府
補
償

契
約
で
１
２
０
０
億
円
ま
で
カ

バ
ー
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

し
か
し
、
東
京
電
力
福
島
第

１
原
発
事
故
で
は
現
在
、
賠
償

持
続
可
能
な
資
金
確
保
を

決
議
で

「１
年
後
を
め
ど
」
と

し
た
賠
償
制
度
の
抜
本
的
見
直

し
は
、
福
島
事
故
か
ら
７
年
以

上
を
経
て
結
局
、
現
状
追
認
と

な

っ
た
が
、
現
行
制
度
が
持
続

可
能
と
い
え
な
い
の
は
明
ら
か

だ
。政

府
や
電
力
会
社
、
民
間
保

険
会
社
な
ど
関
係
者
は
制
度
見

直
し

へ
向
け
、
今
度
こ
そ
期
限

を
区
切

っ
て
持
続
可
能
な
資
金

確
保
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き

だ
。
　

　

　

　

　

【岡
田
英
】

ぁ
附
掛
！

制
顛
じ
鱒
軸
初
囃
離

内
の
議
論
は
、
電
力
会
社
に
義

務
付
け
た
賠
償
措
置
額

（
原
発

〓
こ
と
に
現
行
最
大
１
２
０
０
億

！
円
）
を
引
き
上
げ
ず
、
実
質
的

な
見
直
し
を
先
送
り
す
る
こ
と

で
決
着
し
た
。
賠
償
支
払
い
が

措
置
額
を
大
幅
に
上
回
る
福
島

第
１
原
発
事
故
を
踏
ま
え
、
必

要
な
賠
償
額
を
確
保
す
る
た
め

の
見
直
し
だ

っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
事
故

へ
の
備
え
が
不
十

分
な
ま
ま
原
発
の
運
転
が
続
く

こ
と
に
な
る
。

現
行
制
度
は
賠
償
措
置
額
以

上
を
他
の
大
手
電
力
と
協
力
し

て
賠
償
す
る

「相
互
扶
助
」
と

い
え
る
仕
組
み
だ
。
し
か
し
電

力
自
由
化
の
流
れ
の
中
で
揺
ら

い
で
お
り
、
議
論
に
関
わ

っ
た

原
子
力
委
員
会
専
門
部
会
の
委

員
は

「互
い
が
競
合
相
手
に
な

る
中
、
相
互
扶
助
は
事
業
リ
ス

ク

と

な

り

い
ず

れ

行

き

詰

ま

る
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。
競
争

激
化
で
電
力
会
社
が
経
営
に
行

き
話
ま
り
、
法
的
整
理
と
な
れ

ば
賠
償
が
滞
る
恐
れ
も
あ
る
。

・

２
０
１
１
年
の
国
会
の
付
帯

ィロ F//7
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